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おむつを届けて
町の子どもを見守ります
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令和５年度決算　

町税
25億3,768万円

町税
25億3,768万円

繰越金等
8億4,909万円

繰越金等
8億4,909万円

自
　 主
　　 財

　　  源

自
　 主
　　 財

　　  源

依依

存存

財財
源源

譲与税・交付金
6億9,637万円
譲与税・交付金
6億9,637万円

地方交付税
19億2,467万円

地方交付税
19億2,467万円

国庫支出金
18億4,996万円

国庫支出金
18億4,996万円

県支出金
8億8,936万円

県支出金
8億8,936万円

町債（借金）
5億4,505万円

町債（借金）
5億4,505万円

収入
92億

9,218万円

収入
92億

9,218万円

町税
　町民税・固定資産税・軽自
動車税など、みなさんが町に
納めている税金です。

地方交付税
　地方公共団体の財政格
差を小さくするために国
から支給されます。

国庫支出金
　国からの支出金で保育や医
療など使い道の決まった補助
金などです。

町債
　町の借入金です。

　令和５年度は、７月 10 日の豪雨により被害を受けた設備や
公共土木施設の復旧に多くの予算が執行されました。また、物
価高騰対策のための子育て家庭への支援や燃料光熱費の高騰に
対する農家や中小企業への支援などの支出が多くなりました。

公営企業会計

議会費
8,637万円
議会費

8,637万円

民生費
37億3,238万円

民生費
37億3,238万円

総務費
11億704万円
総務費

11億704万円7億5,553万円7億5,553万円

商工費
1億2,832万円
商工費

1億2,832万円

支 出
90億 

3,781万円

支 出
90億 

3,781万円 民
生
費

商
工
費

民
生
費

住民税非課税世帯等臨時特別給付事業など

子育て世帯への物価高騰対策支援事業

　電気・ガス・食料品等の物価高騰に対する負担軽減を
支援

　町民の生活支援と小売店の販売促進を目的にプレミア
ム率 30% の商品券を発券。また、光熱費等高騰に対し
中小企業者等に支援

　物価高騰対策として広川っ子すくすく商品券を子育て
世帯へ支援

億 ＋11.7億＝128.2億円
の使われ方は

　令和６年第３回定例会（９月議会）を９月３日から 18 日まで開き、
令和５年度決算など 33 件を審議しました。
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令和５年度決算

※決算に係る数値は四捨五入しているため、　合計が合わない場合があります。

一般会計
特別会計

農林水産業費
3億7,579万円
農林水産業費
3億7,579万円

災害復旧費
4億158万円
災害復旧費
4億158万円

議会費
8,637万円
議会費

8,637万円

総務費
11億704万円
総務費

11億704万円
教育費

7億5,553万円
教育費

7億5,553万円

消防費
4億318万円
消防費

4億318万円

商工費
1億2,832万円
商工費

1億2,832万円

衛生費
7億5,253万円
衛生費

7億5,253万円

土木費
5億8,508万円
土木費

5億8,508万円

公債費
7億1,002万円
公債費

7億1,002万円

支 出
90億 

3,781万円

支 出
90億 

3,781万円

災
害
復
旧
費

消
防
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

　被災した農業施設、機械等の
復旧整備の補助金。重油高騰に
対し、施設園芸農家に広川町独
自で支援

　町単独事業と国庫負担事業を
併せて、被災した公共土木施設

（道路・河川）、農地・農業用施
設を復旧

　第２分団防災拠点（消防団詰所）新築工事並びに第３
分団防災拠点用地購入

　豪雨災害に起因する廃棄物の処理や、被災家屋の公費
解体及び撤去補助

会計別の決算
収　入 支　出 差し引き額

一　般　会　計 92億9,218万円 90億3,781万円 2億5,437万円

特別会計
国民健康保険 23億1,194万円 22億8,119万円 3,076万円
後期高齢者医療 3億1,531万円 3億691万円 840万円
広川防災ダム管理 2,305万円 2,251万円 54万円

公営企業会計

水道事業（収益的収支） 3億8,925万円 3億867万円 8,058万円
　　〃  　（資本的収支） 1,959万円 9,082万円 ▲7,123万円
下水道事業（収益的収支） 3億9,472万円 3億4,817万円 4,655万円
　　〃　　 （資本的収支） 3億640万円 4億2,399万円 ▲1億1,759万円

令和５年度
決算 90.4億＋26.1億 ＋11
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決算特別委員会

令和５年度
事業効果を
チェック

　決算特別委員会では 9 月
10 日から 9 月 17 日まで集
中審議が行われ、すべて認
定すべきものと決定した。

〈
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
〉

い
こ
っ
と
の
ロ
ビ
ー
等
を
子
ど
も
達
へ
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
広

げ
る
事
は
出
来
な
い
か
。

今
、
机
な
ど
を
配
置
し
、
学
習
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
マ
ナ
ー
を
徹
底
し
な
が
ら
学
習
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

ＱA

〈
有
害
鳥
獣
へ
の
対
策
を
〉

〈
町
職
員
の
人
材
育
成
の
状
況
は
〉

〈
運
動
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
〉

〈
観
光
協
会
の
運
営
は
〉

ワ
ナ
の
設
置
や
捕
獲
資
格
を
含
め
た
対
策
支

援
拡
大
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
の
捕
獲
許
可
条
件
を
満
た
す
小
型
鳥
獣
の

箱
ワ
ナ
捕
獲
は
、
ワ
ナ
免
許
が
な
く
て
も
認

め
ら
れ
て
い
る
。
小
型
箱
ワ
ナ
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
い
る
の
で
、
捕
獲
す
る
前
に
捕
獲

申
請
も
含
め
相
談
し
て
ほ
し
い
。

職
員
研
修
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

外
部
で
の
研
修
も
活
用
し
て
い
る
が
、
内
部

で
の
研
修
を
大
事
に
考
え
て
い
る
。
内
部
研

修
で
は
接
遇
、
応
対
、
マ
ナ
ー
等
を
各
課
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
等
の
運
動
施
設
の
利

用
状
況
は
。

広
川
中
学
校
の
夜
間
利
用
に
つ
い
て
は
社
会

人
チ
ー
ム
の
減
に
伴
っ
て
、
利
用
数
も
減
っ

て
い
る
。
体
育
館
・
い
こ
っ
と
に
つ
い
て
は

少
人
数
の
団
体
が
増
え
、
利
用
状
況
は
満
杯

状
態
。
町
外
利
用
者
等
に
つ
い
て
団
体
登
録

の
見
直
し
を
含
め
た
調
整
を
始
め
て
い
る
。

観
光
協
会
は
周
辺
自
治
体
と
比
較
し
て
も
旧

態
依
然
と
し
た
形
で
事
業
運
営
が
な
さ
れ
て

い
る
。
法
人
化
や
委
員
会
化
を
行
っ
て
、
自

立
を
促
す
形
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

調
査
研
究
を
行
っ
て
、
よ
り
良
い
あ
り
方
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ

ＱＱ Ｑ

A

AA A

いこっとロビー

捕獲されたタヌキ
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決算特別委員会

〈
高
齢
者
い
き
い
き
元
気
教
室
の
利
用
状
況
は
〉

〈
税
収
の
確
保
は
〉

い
き
い
き
元
気
教
室
の
利
用
者
減
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
。

介
護
保
険
の
認
定
を
持
っ
て
い
な
い
方
が
、

週
１
回
利
用
で
き
る
送
迎
付
き
の
人
気
の
事

業
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
利
用

休
止
の
た
め
に
、
足
が
遠
の
い
て
利
用
者
減

と
な
っ
た
。
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
継
続

で
き
る
よ
う
に
、
介
護
予
防
教
室
と
し
て
魅

力
あ
る
内
容
を
取
り
入
れ
、
利
用
者
増
を
図

り
た
い
。

滞
納
の
現
況
に
つ
い
て

毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
令
和
５
年
度
は
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
経
済
的
影
響
が
抜
け
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
と
見
て
い
る
。
ま
た
、

退
職
さ
れ
た
方
が
、
次
年
度
の
収
入
が
下

が
っ
た
時
に
税
金
が
払
え
な
い
と
い
っ
た
形

の
滞
納
が
見
ら
れ
る
。

滞
納
対
応
や
対
策
に
つ
い
て
は

納
付
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
、
一
定
期

間
お
い
て
催
告
書
を
送
り
、
厳
し
い
状
況
の

方
は
直
接
相
談
の
上
、納
付
を
促
し
て
い
る
。

正
し
い
納
税
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

差
し
押
さ
え
の
状
況
は

令
和
５
年
度
は
46
件
、
額
と
し
て
お
よ
そ
４

２
２
万
円
。
件
数
は
減
っ
て
い
る
が
、
額
と

し
て
は
増
え
て
い
る
。

不
納
欠
損
に
な
ら
な
い
よ
う
な
取
組
み
は

ま
ず
は
滞
納
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
第
一
だ

が
、
延
滞
金
が
発
生
し
納
付
が
困
難
に
な
ら

Ｑ

ＱＱＱＱ

A

AAAA

な
い
た
め
に
、
早
期
に
対
応
を
す
る
よ
う
に

気
を
つ
け
て
い
る
。
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
方

に
も
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
が
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
が
、
件

数
増
か
、
少
数
で
大
口
が
あ
る
の
か
。

一
件
で
、
70
万
円
を
超
え
る
方
が
い
る
。
町

外
に
転
出
さ
れ
た
後
、
海
外
に
移
住
さ
れ
た

方
か
ら
の
徴
収
は
で
き
な
か
っ
た
。

保
育
料
の
滞
納
状
況
と
対
策
は

75
件
、
お
よ
そ
42
万
円
が
現
年
度
分
、
過
年

度
分
は
81
件
、
お
よ
そ
１
０
６
万
円
が
未
収

入
。
支
払
い
計
画
に
よ
る
分
割
納
入
や
児
童

手
当
か
ら
の
充
当
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
。

水
道
料
金
滞
納
者
に
対
し
、
利
用
停
止
の
措

置
を
行
っ
て
い
る
が
、
令
和
５
年
度
の
停
止

件
数
、
期
間
等
の
状
況
は
。

２
期
以
上
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
に
警
告
、
こ

れ
が
毎
月
70
件
程
度
で
、
さ
ら
に
納
付
さ
れ

な
い
方
20
名
弱
に
対
し
停
止
措
置
を
行
っ

た
。
３
日
以
内
に
は
ほ
ぼ
支
払
い
が
あ
る
の

で
、
確
認
後
に
再
開
し
て
い
る
。

ＱAＱＱ AA

いきいき元気教室
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補正予算、意見書

補正予算は令和 6 年度

新型コロナワクチン定期接種

見守る隊おむつの定期便開始

中広川学童保育所の
駐車場整備します。

プラスチック分別収集・
再資源化の実証事業を始めます。

広川ダムの上流公園の
土砂を浚せつします。

対象者　65 歳以上の人
　　　　60 歳以上 65 歳未満で病気など
　　　　がある方
期間　令和６年10月1日から令和7年3月31日
自己負担費用　3000 円
非課税世帯、生活保護世帯は全て自己負担
金無料

（表紙・裏表紙参照）

　学童の東側 287㎡を購入し、　職員駐車
場を整備する。

モデル地区：長徳区
期間　９月 22 日～ 12 月８日　
月２回収集　熊本の㈱エコポート九州で
再資源化。終了後検証する。

4851万円

125万円

県補助金
95万円

585万4千円

教員不足の実態に対し、全会一致で意見書を採択し、
議長名をもって福岡県知事並びに教育長に提出しました

教員不足の解消を求める意見書
　本町の公立小学校、中学校においても、　令和６年４月始業時点で、正規教員　24 人の欠
員が生じています。欠員分の臨時的任用教員を確保することもできず、年度当初から学級担
任が不足し、町内 3 校の小学校のうち、2 校においては、教頭などの管理職までが学級担任
を兼ねなければならない異常ともいえる状況です。このような状況は、子どもたちや保護者
にも不安感を持たせ、校務運営にも支障をきたし、教員の健康も脅かされる事態です。年度
当初から、教員不足が生じているため、年度途中の産休・育児休暇・病休への代替教員の確
保はさらに困難な状況です。
　教員不足の原因の一つとして学校現場の多忙化、長時間勤務などの過酷な労働環境が背景
にあります。教員の仕事に対する負のイメージをなくし、多くの志願者を確保するためにも、
多忙化解消につながる教員の増員を行うことが必要です。
　以上のことから、学校現場の疲弊と教員の多忙化を改善し、子どもたちの学びを保障する
ために教員不足解消のための抜本的な対策を強く求めるものです。特に、年度当初の教員配
置において、教員不足にならないよう手立てをとる事を強く求めます。
 令和６年９月 18 日

要 旨

県営事業
1,000万円
内町負担金
250万円
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各議案の賛否は
（○賛成　●反対）

議長は採決に加わりません。

下
田
め
ぐ
み

辻　
　
満
晴

藤
島　
玄
稔

梶
原　
一
美

竹
下　
英
治

山
下　
　
茂

丸
山　
幸
弘

栗
原　
福
裕

江
藤
美
代
子

水
落　
龍
彦

池
尻　
浩
一

野
田　
成
幸

会
議
の
結
果

令和 5 年度決算

一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認定
国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認定
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認定
広川防災ダム管理特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
下水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

報告

令和 5 年度一般会計繰越明許費繰越計算書の
一部訂正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 報告

令和 5 年度一般会計継続費精算報告書の報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 報告
令和 5 年度決算に基づく健全化判断比率等の
報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 報告

人事

公平委員会委員の選任に対する同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
教育委員会委員の任命に対する同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
教育委員会委員の任命に対する同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
固定資産評価審査委員会委員の選任に対する
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任
条例制定 一般職の任期付職員の採用に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例改正

特別職の職員で非常勤のものの報酬および費
用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

町税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の
一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

協議 後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関
する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決

剰余金処分 令和 5 年度水道事業会計決算剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 6 年度 
補正予算

一般会計補正予算（第 2 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
広川防災ダム管理特別会計補正予算（第 1 号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
水道事業会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
下水道事業会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

追認 教師用教科書購入 4 件　指定ゴミ袋購入 2 件
に係る契約締結の追認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

意見書 教員不足の解消を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
※　各議案名については簡略しています。議決結果はホームページに記載しています。 

後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議
　被保険者証が令和6年12月2日から発行されなくなることに伴い規約の一部変更を行うもの。

反対討論（江藤） 賛成討論（丸山）
　マイナ保険証の利用率は 11％、トラブルも
後を絶たない。そもそも、マイナンバーカード
はあくまでも任意であるのに、被保険者証を発
行しなくなるのは納得できない。

　マイナ保険証一本化は、デジタル化社会、健
康増進のために必要である。反対することによ
り、広域連合の業務に支障を来すことは避けな
ければならない。

議案の賛否、協議
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一 般 質 問

一般質問は、議員が町の一般事務に対し、その執行状況や将来の方針、
政策・提言や行政課題等を執行者に直接質すものです。

住民の代表である議員にだけ与えられた権利です。
広川町では、１人あたりの持ち時間は答弁含めて 60 分です。

町政を問う！ 一般質問

№ 質 問 者 質問事項

1 竹下　英治

１．国道 3 号バイパスについて
２．LGBT について
３．Kibiru や Orige の管理について
４．上広川校区の過疎対策について
５．上水道事業について

2 江藤美代子
１．防災対策について
２．町職員の人事管理について
３．子育て支援について

3 藤島　玄稔
１．SDGs について
２．郷土・広川を愛し郷土・広川に誇りを持てる教育とは
３．コンプライアンスについて

4 池尻　浩一
１．教職員の労務時間削減の対策について
２．役場職員の労働意識状況について

5 下田めぐみ
１．三潴上陽線について
２．一般国道 3 号広川・八女バイパス事業について

6 梶原　一美
１．町民の健康増進策について
２．水泳の授業の民間委託について
３．国道 3 号バイパスの進捗について

7 丸山　幸弘
１．空き家対策について
２．広川町融資制度の改革について
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町政を問う！ 一般質問

竹下　英治 議員

Ｑ

A

ＬＧＢＴ教育

学校でＬＧＢＴ教育を
実施しているか

人権学習と捉え実施している

竹
下　
学
校
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
教
育
の

状
況
は
。

教
育
長　
学
校
で
は
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
性
に
は
様
々
な
要
素
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
人
権
学
習
と
し
て
教
育

し
て
い
る
。

竹
下　
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
人
権
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の

施
行
に
よ
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
同
法
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
良

い
か
。

教
育
長　
小
学
校
高
学
年
や
中
学
校

で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
言
葉
を
使
用
し

て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
人
権
学
習
と

し
て
の
教
育
で
あ
る
。

竹
下　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
に
関
し
て
は
、

国
の
基
本
計
画
が
未
策
定
で
あ
る
。

ま
た
学
術
研
究
の
更
な
る
実
施
や
各

自
治
体
に
於
け
る
地
域
毎
の
特
性
把

握
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
法
に
係
る
学
校
教
育
の
実
施
に
つ

い
て
は
慎
重
で
あ
る
こ
と
を
求
め

る
。

教
育
長　
今
後
、
国
の
基
本
計
画
が

作
ら
れ
学
習
指
導
要
領
な
ど
に
反
映

さ
れ
て
く
る
と
思
う
。

竹
下　
総
合
戦
略
の
中
で
う
た
わ
れ

て
い
る
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
※
の
達
成
状
況
は

ど
う
か
。

教
育
長　
上
広
川
小
学
校
の
「
小
規

模
特
認
校
」
に
つ
い
て
は
８
名
の
他

校
区
か
ら
の
入
学
な
ど
一
定
の
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。「
国
際
理
解
教
育
」

に
つ
い
て
は
未
達
成
で
あ
る
。

町
長　
「
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
補
填
」

「
上
水
道
の
補
助
」「
浄
化
槽
の
上
乗

せ
補
助
」
に
つ
い
て
は
低
い
達
成
状

況
に
あ
る
。

竹
下　
現
実
的
に
人
口
減
が
継
続
し

て
い
る
。
上
広
川
校
区
の
過
疎
対
策

の
全
体
的
な
評
価
を
問
う
。

町
長　
全
て
の
施
策
に
つ
い
て
成
功

か
失
敗
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
全
て
が
順
調
に
い
く
と
い
う
よ

う
な
政
策
の
実
現
は
あ
り
得
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

竹
下　
今
後
の
過
疎
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス
面
の
伸
張
に
限

ら
ず
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
除
去
な
ど
、

新
た
な
行
政
ロ
ジ
ッ
ク
の
構
築
も
必

要
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
鬼
ノ
渕

の
相
続
人
不
在
の
空
き
家
除
去
等
は

有
効
な
過
疎
対
策
と
な
り
得
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
当
該
物
件
に
現
行
の
行
政
代

執
行
を
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
相
続
財
産
管
理
人
の
申
出

な
ど
裁
判
所
の
手
続
き
も
あ
る
の
で
、

更
に
研
究
し
な
が
ら
継
続
検
討
す
る
。

ＱA
実
施
さ
れ
た
対
策
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る

上広川校区の
過疎対策

鬼ノ渕の空き家

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は

　

事
業
の
達
成
度
を
評
価
す
る
た
め

の
指
標
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江藤美代子 議員

ＱA
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を

全
庁
で
横
断
的
に
推
進
す
る

子育て支援

江
藤　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
業

務
上
大
切
な
仕
事
を
受
け
持
っ
て
い

る
。
担
当
の
仕
事
量
も
増
え
て
、
給

与
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
大

き
い
。
時
給
は
最
低
い
く
ら
か
。

町
長　
最
低
で
１
０
３
０
円
で
、
福
岡

県
の
最
低
賃
金
以
上
に
設
定
し
て
い
る
。

江
藤　
人
事
院
勧
告
の
昇
給
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
、
4
月
に
遡
っ
て
支
給

す
べ
き
で
あ
る
。広
川
町
の
条
例
に
、

「
給
与
改
定
が
あ
っ
た
場
合
、
当
該

年
度
の
翌
年
4
月
1
日
か
ら
の
適
応

と
す
る
」と
あ
る
。
改
正
す
べ
き
だ
。

3
月
議
会
で
「
条
例
改
正
を
検
討
す

る
」
と
答
え
た
が
ど
の
よ
う
に
検
討

し
た
か
。

町
長　
検
討
し
て
い
な
い
。

江
藤　
条
例
を
改
正
し
、
正
規
職
員

に
準
じ
て
、
4
月
に
遡
り
、
き
っ
ち

り
支
払
う
こ
と
を
求
め
る
。
会
計
年

度
任
用
職
員
の
方
の
中
に
は
、
配
偶

者
の
扶
養
に
入
れ
る
範
囲
内
で
働
く

方
も
あ
る
。
そ
れ
を
考
慮
し
、
年
を

越
し
て
、
1
月
に
一
時
金
と
し
て
支

給
し
た
自
治
体
も
あ
る
。
併
せ
て
、

検
討
を
求
め
る
。

町
長　
組
合
と
の
交
渉
に
よ
り
進
め

る
。

江
藤　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
方
の

意
見
や
要
望
な
ど
を
聞
く
機
会
を
設

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
方
も

「
チ
ー
ム
広
川
」
の
一
員
で
あ
る
。

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
す
る
。

江
藤　
子
育
て
支
援
で
一
番
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
給
食
費
の
無
償
化

で
あ
る
。町
長
の
選
挙
公
約
で
あ
り
、

２
３
５
２
名
の
署
名
も
出
さ
れ
て
い
る
。

町
長　

恒
久
的
な
制
度
と
な
る
よ

う
、
財
源
の
見
通
し
を
探
り
検
討
す

る
。

江
藤　
就
学
援
助
の
周
知
の
チ
ラ
シ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載
が
わ
か
り

に
く
い
。
改
善
を
求
め
る
。

町
長　
周
知
の
チ
ラ
シ
な
ど
、
来
年

度
に
向
け
て
検
討
す
る
。

江
藤　
入
学
支
度
金
制
度
の
周
知
方

法
や
そ
の
時
期
は
い
つ
か
。

町
長　
入
学
予
定
者
の
心
電
図
検
診

の
折
（
１
月
）
に
通
知
し
て
い
る
。

江
藤　
就
学
援
助
の
支
給
額
決
定
の

根
拠
は
何
か
。
何
年
も
同
じ
額
で
あ

る
。
教
材
使
用
の
実
態
に
合
わ
せ
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　
国
の
基
準
に
合
わ
せ
て
い
る
。

江
藤　
久
泉
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い
の

ひ
ろ
ば
」
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
努
力
で
、
開
始
以
来
8
年
目

を
迎
え
、
学
習
支
援
、
地
域
の
方
々

の
居
場
所
、
交
流
の
場
と
し
て
定
着

し
て
い
る
。
町
と
し
て
支
援
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
他
の
地
域

に
も
広
が
る
こ
と
を
望
む
声
も
大
き

い
。
開
設
の
支
援
、
運
営
の
支
援
な

ど
求
め
る
。

町
長　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
戦
略
の
中

で
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

町職員の
人事管理

Ｑ

A

会計年度任用職員の
処遇改善を

組合と交渉する

町政を問う！ 一般質問

久泉「ふれあいのひろば」
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藤島　玄稔 議員

SDG ｓ
藤
島　

広
川
町
と
し
て
の
取
組
み

は
。

町
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
９

月
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ

り
、
１
６
９
の
達
成
基
準
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
経
済
、

社
会
、
環
境
を
め
ぐ
る
広
範
囲
な
課

題
に
取
り
組
む
事
と
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
具
体
的
に
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
ゼ
ロ
を
目
指
す

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
イ
宣
言
を
し

た
。
目
標
7
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん

な
に
、
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
と
、

目
標
13
「
気
候
変
動
に
具
体
的
対
策

を
」
を
特
に
関
連
さ
せ
、
温
暖
化
に

よ
る
自
然
災
害
を
防
止
し
、
農
林
水

産
業
の
収
穫
量
減
少
や
品
質
低
下
を

さ
せ
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
貧
困

や
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
取
り
組

ん
で
い
る
。

藤
島　
町
民
と
の
共
通
認
識
を
ど
う

つ
く
る
の
か
。

町
長　
５
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
毎

月
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
幅

広
い
年
代
、
幅
広
い
分
野
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

藤
島　
上
広
・
中
広
・
下
広
の
小
学

校
、
広
川
中
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
学
習
指
導
要
領
に
は
「
伝

統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
育

ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

と
と
も
に
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社

会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度

を
養
う
こ
と
」
と
掲
げ
て
い
る
。
本

町
の
４
校
で
も
、
こ
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、
社
会
科
や
道
徳
科
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
、
郷
土

を
愛
し
、
誇
り
を
持
つ
子
ど
も
を
育

て
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

藤
島　
校
歌
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
校
歌
で
は
郷
土
の
良
さ
を

表
す
歌
詞
の
意
味
に
触
れ
、
小
・
中

学
校
と
も
第
一
学
年
で
音
楽
の
時
間

に
学
び
、
学
校
行
事
や
式
、
運
動
会

で
斉
唱
し
て
い
る
。

藤
島　
遺
跡
や
先
人
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

教
育
長　
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

稲
員
孫
右
衛
門
の
功
績
に
触
れ
、
地

場
産
業
・
企
業
や
農
業
を
営
ん
で
い

る
方
々
と
交
流
し
、
郷
土
を
大
切
に

思
う
心
を
育
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

稲
員
孫
右
衛
門
の
功
績
に
つ
い
て
は

今
年
度
も
小
学
校
４
年
生
で
学
ぶ
と

と
も
に
教
師
を
対
象
と
し
た
地
史
巡

検
を
行
い
、町
の
歴
史
を
学
ん
で
い
る
。

ＱA
学
校
で
の
取
り
組
み
は

子
ど
も
と
共
に
、
教
師
も
学
ん
で
い
る

郷土愛

Ｑ

A

広川町としての取組みは

ワークショップを実施している

町政を問う！ 一般質問

SDGs ワークショップにて
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池尻　浩一 議員

ＱA
職
務
意
識
と
育
成
状
況
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
な
が
ら

指
導
し
て
い
く

役場職員育成

池
尻　
関
係
部
署
も
手
を
尽
く
し
た

感
は
あ
る
が
、
現
在
の
教
員
不
足
は

更
な
る
成
り
手
不
足
、
労
務
負
担
、

子
ど
も
達
へ
の
様
々
な
影
響
等
が
あ

り
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は
こ
の
状
況
が

続
く
と
思
わ
れ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
活
用

し
て
、
人
材
育
成
や
現
場
職
員
の
負

担
減
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　
久
留
米
工
業
大
学
と
連
携

協
定
を
結
ん
で
、
教
育
創
造
工
学
科

の
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
受

け
入
れ
て
お
り
、
現
場
の
評
価
も
良

好
で
あ
る
。

　
今
後
も
近
隣
大
学
と
の
連
携
協
力

で
若
者
の
教
職
へ
の
意
識
向
上
、
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
い
。

池
尻　
現
場
の
要
望
も
多
い
。
要
望

数
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
。
増
や
す

予
定
は
あ
る
の
か
。

教
育
長　
中
広
小
12
名
の
希
望
に
学

生
３
名
、
上
広
小
３
名
に
1
名
、
下

広
小
４
名
に
３
名
、
中
学
校
５
名
に

１
名
と
、
現
場
の
希
望
人
数
確
保
に

至
っ
て
い
な
い
。

池
尻　
工
業
大
学
に
お
い
て
は
小
学

校
課
程
の
教
員
資
格
は
取
れ
な
い
。

他
の
大
学
へ
の
連
携
協
力
の
動
き
は

あ
る
の
か
。

教
育
長　
現
在
、
計
画
は
な
い
が
、

久
留
米
大
学
や
大
谷
短
大
等
と
も
連

携
し
た
取
組
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

池
尻　
住
民
対
応
に
対
し
、
職
務
意

識
や
資
質
向
上
は
必
須
課
題
。
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

町
長　
新
規
採
用
の
正
規
職
員
に
は

服
務
の
宣
誓
文
を
自
ら
読
み
上
げ
る

事
で
自
覚
を
促
す
取
組
を
始
め
て
い

る
。

池
尻　
電
話
対
応
、
窓
口
対
応
に
お

い
て
の
住
民
の
方
か
ら
の
苦
情
が
続

い
て
い
る
以
前
も
質
問
し
た
が
、
ど

の
よ
う
に
指
導
、
研
修
を
行
っ
た
の

か
。

町
長　
住
民
の
方
に
不
快
な
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
本
当
に
申

し
訳
な
い
。
前
回
か
ら
研
修
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
き
ち
ん
と
指
導
し
、

体
制
づ
く
り
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

池
尻　
技
術
職
等
の
適
正
数
確
保
は

出
来
て
い
る
か
。

町
長　
土
木
の
技
術
職
は
不
足
し
て

い
る
。
育
成
や
指
導
に
対
し
人
間
関

係
を
深
く
築
い
て
い
く
事
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｑ

A

教員労務対策

インターンシップ活用を

現場、外部と連携し、
増やしていきたい

町政を問う！ 一般質問

住民サービス向上に向けて
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下田めぐみ 議員

Ｑ

A

三潴上陽線

安全面や歩道の整備状況と
渋滞解消について

毎年、道路管理者である福岡県に
対し、要望活動を実施している

下
田　
道
路
に
よ
っ
て
町
は
大
き
く

変
わ
る
。
住
み
や
す
く
も
な
る
し
住

み
た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
も
出
来

る
。
三
潴
上
陽
線
は
、
全
て
の
地
区

を
結
ぶ
重
要
な
道
路
だ
。
子
ど
も
た

ち
の
通
学
路
、
生
活
道
路
と
し
て
広

川
町
に
住
む
ほ
と
ん
ど
の
人
が
利
用

す
る
。
三
潴
上
陽
線
の
整
備
は
、
一

番
の
課
題
で
あ
る
。
整
備
状
況
に
つ

い
て
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
多
く
の
区
間
で
歩
道
整
備
が

さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
改
良
と
な
っ
て

い
る
。
多
く
の
費
用
と
時
間
が
か
か

る
。
1
区
画
３
０
０
ｍ
完
了
す
る
ま

で
、
10
年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
。

ま
た
、
朝
夕
の
渋
滞
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
国
道
3
号
広
川
八
女
バ
イ

パ
ス
を
整
備
し
て
現
道
の
交
通
量
を

減
少
さ
せ
る
以
外
、
交
通
渋
滞
を
解

消
す
る
方
法
は
な
い
。

下
田　
バ
イ
パ
ス
完
成
は
、
10
年
後

20
年
後
と
言
わ
れ
る
。
整
備
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
国
道
3

号
広
川
八
女
バ
イ
パ
ス
が
で
き
る

と
、
三
潴
上
陽
線
は
県
道
か
ら
町
道

に
変
わ
る
と
聞
い
て
い
る
が
間
違
い

な
い
か
。今
後
ど
う
な
る
の
か
問
う
。

町
長　
バ
イ
パ
ス
が
で
き
た
場
合
、

町
道
に
な
る
と
思
う
が
、
歩
道
の
整

備
を
完
了
し
な
い
と
町
道
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
と
県
に
伝
え
て
い

る
。

下
田　
道
路
を
つ
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
遅
す
ぎ
る
。
バ
イ
パ
ス
を
作
る
の

で
あ
れ
ば
、
取
り
付
け
道
路
は
何
ヶ

所
の
予
定
か
。

町
長　
バ
イ
パ
ス
の
性
質
上
、
何
本

も
道
を
接
続
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
追
加
の
場
合
は
町
道
に
な
る
。

下
田　

盛
土
構
造
の
道
路
の
場
合

は
、
ど
ん
ど
ん
そ
の
地
域
は
過
疎
化

し
て
い
く
と
予
想
す
る
。
平
面
に
検

討
で
き
な
い
の
か
。

町
長　
災
害
時
の
使
用
も
目
的
と
す

る
道
路
の
た
め
、
高
さ
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。

下
田　
取
付
け
道
路
は
町
道
に
な
る

の
か
。

町
長　
取
付
け
道
路
自
体
は
町
道
に

な
る
。

下
田　
取
付
け
道
路
を
作
る
場
合
、

町
の
税
金
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
何
ら
か
の
補
助
事
業
を
見
つ

け
て
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
。
国
土
交
通
省
と
よ
く
協
議
し
て

接
続
を
考
え
た
い
。

ＱA
取
り
付
け
道
路
の
計
画
は
あ
る
の
か

道
路
構
造
に
つ
い
て
問
う

取
付
け
道
路
が
必
要
と
な
れ
ば
要
望
し
て
い
く
。

構
造
は
、
切
土
盛
土
構
造

一般国道 3 号
広川八女バイパス

町政を問う！ 一般質問

川瀬交差点西側渋滞状況
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梶原　一美 議員

ＱA
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
問
う

施
設
の
管
理
と
民
間
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い

水泳の民間委託

梶
原　
町
民
体
育
大
会
を
な
く
し
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
運
動
月
間
が
設
定

さ
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
運
動
や

ニ
ー
ズ
の
多
樣
化
が
あ
る
と
考
え

る
。
町
民
は
運
動
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
運

動
頻
度
に
は
格
差
が
見
ら
れ
て
い

る
。

梶
原　
一
日
30
分
以
上
運
動
を
し
て

い
る
住
民
の
割
合
が
37
・
１
％
と

な
っ
て
い
る
が
十
分
と
考
え
る
か
。

町
長　
運
動
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い

梶
原　
令
和
４
年
９
月
議
会
で
は
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
す
る
と

示
さ
れ
た
。
令
和
５
年
６
月
の
議
会

で
は
、「
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
業
者
へ

の
委
託
の
検
討
を
始
め
、
学
校
や
業

者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
委
託
は
可
能

だ
と
判
断
し
た
」
と
答
え
て
い
る
。

学
校
や
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
業
者
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
と
い
う
こ
と
が
検
討

会
の
中
身
な
の
か
。

教
育
長　
学
校
、
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
加
え
て
、
教
育
委
員
会
、
ま

た
校
長
会
、
主
幹
教
諭
会
で
協
議
、

検
討
を
行
っ
た
。

梶
原　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
項
目

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長　
大
規
模
改
修
、
ま
た
は
建

て
直
し
た
場
合
、
水
泳
委
託
し
た
場

合
の
想
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

町政を問う！ 一般質問

Ｑ

A

健康増進策

積極的な健康増進策を

今後も健康増進を目的とした
運動事業に取り組む

と
考
え
る
。

梶
原　
そ
れ
は
既
存
の
施
設
で
は
運

動
や
ニ
ー
ズ
の
多
樣
化
を
捉
え
切
れ

て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
に
町

営
プ
ー
ル
を
造
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

温
水
の
町
営
プ
ー
ル
は
高

額
。今
後
、具
体
的
に
詳
細
に
わ
た
っ

て
調
査
を
進
め
た
い
。

た
。

梶
原　
具
体
的
な
検
討
の
中
身
が
議

事
録
の
中
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た

め
様
々
な
懸
念
が
残
る
。
建
設
費
と

コ
ス
ト
の
面
で
は
、
３
校
の
ブ
ー
ル

を
一
つ
に
す
る
、
あ
る
い
は
中
学
校

を
含
め
て
４
校
の
プ
ー
ル
を
一
つ
に

し
た
場
合
か
か
る
維
持
費
は
む
し
ろ

安
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
ど
う

い
っ
た
場
合
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
と

い
う
試
算
は
し
た
の
か
。

教
育
長　
今
年
度
は
実
証
期
間
な
の

で
両
小
学
校
の
実
施
が
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
建
設
費
も
含
め
て
、
水
泳

の
委
託
を
ど
う
す
る
の
か
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

老朽化した中学校プール
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老朽化した空き家

丸山　幸弘 議員

Ｑ

A

空き家対策

危険な空き家への町の対応は

危険度の高い空き家から
対応している

丸
山　

通
学
路
、
生
活
道
路
に
面

し
、
倒
壊
等
の
恐
れ
の
あ
る
空
き
家

が
町
内
に
数
か
所
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。

町
長　
老
朽
化
し
た
空
き
家
問
題
に

つ
い
て
は
、
現
在
危
険
度
が
逼
迫
し

て
い
る
も
の
か
ら
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
所
有
者
及
び
相
続
人
が
判
明
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
正
管

理
を
要
請
し
、
損
害
賠
償
等
の
管
理

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と

を
通
知
し
て
い
る
。
危
険
度
が
高
い

も
の
は
、特
定
空
き
家
等
に
指
定
し
、

固
定
資
産
税
の
住
宅
地
の
特
例
か
ら

除
外
す
る
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
。

納
税
義
務
者
自
ら
の
撤
去
が
難
し
い

も
の
は
、
行
政
代
執
行
で
町
が
撤
去

す
る
。
そ
の
費
用
は
納
税
義
務
者
に

請
求
す
る
。

丸
山　
い
ま
あ
る
危
険
は
取
り
除
か

な
い
の
か
。

町
長　
除
去
や
解
体
を
さ
れ
る
よ
う

助
言
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
最
終

丸
山　
役
目
を
終
え
て
い
る
広
川
町

融
資
制
度
を
な
ぜ
止
め
な
い
か
。

町
長　
町
商
工
会
と
金
融
機
関
で
構

成
す
る
制
度
融
資
推
進
会
議
で
数
回

に
わ
た
り
協
議
し
、
今
年
度
か
ら
県

の
融
資
と
比
べ
同
等
以
下
の
利
率
に

改
定
を
し
た
。
保
証
料
も
１
％
ま
で

補
給
し
て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
使
い

や
す
い
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
町
の
商
工
業
、
地
域
経
済
の
現
状

を
把
握
し
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、中
小
企
業
の
支
援
に
取
り
組
む
。

丸
山　
制
度
を
止
め
る
こ
と
で
事
務

経
費
が
削
減
で
き
、
預
託
金
の
５
０

０
０
万
円
も
不
要
と
な
り
、
こ
れ
を

運
用
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
利

率
は
ほ
と
ん
ど
同
等
な
の
で
存
在
価

ＱA
町
の
融
資
制
度
改
革
の
進
捗
を
伺
う

継
続
し
て
中
小
企
業
の
支
援
に
取
り
組
む

町の融資制度

値
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
県
の
融
資
制
度
と
の
比
較
で

小
規
模
向
け
資
金
は
同
等
だ
が
、
中

小
企
業
向
け
の
資
金
で
町
の
制
度
が

低
い
利
率
と
な
る
。
今
後
利
用
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
り
、
現
状
で
は
預

託
金
も
維
持
し
制
度
の
維
持
を
考
え

て
い
る
。

丸
山　
預
託
金
５
０
０
０
万
円
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
経
営
感
覚
を

も
っ
た
職
員
が
育
つ
よ
う
考
え
て
い

る
か
。

町
長　
５
０
０
０
万
円
の
運
用
に
限

ら
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
か
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
と
い
う
こ
と

は
、
職
員
に
訴
え
て
い
き
た
い
。

的
な
手
続
き
は
行
政
代
執
行
に
な
る

が
、
法
令
に
基
づ
き
、
事
務
手
続
き

に
も
れ
が
な
い
よ
う
努
め
た
い
。
危

険
度
が
逼
迫
し
て
き
た
ら
一
時
的
に

撤
去
す
る
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
事

務
を
進
め
た
い
。

町政を問う！ 一般質問
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次回の定例会予定次回の定例会予定
12月４日（水）～11日（水）
一般質問　12月４日（水）・５日（木）

議会傍聴に、おいでください。
※変更となることがあります。

☎ 0943-32-0109　（議会事務局）

インターネット（YouTube）を利用した議会ライブ中継を配信しています。

対象者　生後 3 ヶ月に達する月から生後 1 歳に達する月までの乳児
内　容　対象乳児におむつ（1 人あたり 4,000 円相当）を 2 ヶ月に 1 回、　
　　　　保健師など専門職が対面で配達します。育児相談援助や子育てに関する
　　　　情報提供を行います。

10月 1日開始

おむつお届けしますおむつお届けします

　おむつの定期便、知りませんでした。うれしいです。
小さな町だからこそできる事業ですね。

　町職員の方は大変だとは思いますが、本当にうれし
いです。

　おむつを届けていただけるのも
うれしいけれど、初めての育児で、
心配もあるので、いろいろアドバ
イスいただけるのがうれしいです。

　他の市町村での取り組みを知っていたので「広川
でも…」と願っていました。

　大変助かります。相談したいけど聞きには行けない
ときもあるので、直接話せるのはとってもうれしい。

　期間が3歳くらいまで延長さ
れると嬉しいです。

広川町見守る隊 おむつ定期便




